
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
巻回間にピッチ角を有する螺旋状に形成された連続した導電材料から成り、前記螺旋の中
心軸に向かって延びる複数のスタブ領域を有することを特徴とするアンテナ。
【請求項２】
前記螺旋が前記中心軸の回りに前記ピッチ角をもって配列された複数の巻回から成り、そ
れぞれの巻回が前記螺旋の曲線に沿って離間配置された少なくとも１つの前記スタブ領域
を有することを特徴とする請求項１記載のアンテナ。
【請求項３】
それぞれの前記スタブ領域が前記螺旋の半径よりも小さい深さだけ前記中心軸に向かって
突出していることを特徴とする請求項２記載のアンテナ。
【請求項４】
前記スタブ領域が前記中心軸に向かって突出している深さが前記螺旋の半径の３分の２乃
至４分の３であることを特徴とする請求項３記載のアンテナ。
【請求項５】
前記ピッチ角が７°乃至９°であることを特徴とする請求項４記載のアンテナ。
【請求項６】
前記巻回数が３乃至１５であることを特徴とする請求項５記載のアンテナ。
【請求項７】
１巻回当たりのスタブ領域の数が４乃至１０であることを特徴とする請求項６記載のアン
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テナ。
【請求項８】
前記複数の巻回のそれぞれについて４つのスタブ領域を有し、それぞれのスタブ領域の前
記中心軸に向かって突出している深さが前記螺旋 の略４分の３であることを特徴と
する請求項３記載のアンテナ。
【請求項９】
ぞれぞれの前記スタブ領域は前記螺旋の曲線上に幅を有しており、前記螺旋の中心に向け
て ことを特徴とする請求
項３記載のアンテナ。
【請求項１０】
前記辺の長さがゼロであることを特徴とする請求項９記載のアンテナ。
【請求項１１】
更に反射装置を有し、前記螺旋状の導電材料が前記反射装置に取り付けられ、前記螺旋の
前記中心軸が前記反射装 のビーム軸に沿って いることを特徴とする請求項１
０記載のアンテナ。
【請求項１２】
円筒形状に沿って複数回巻回されることにより、前記円筒形状の半径の２π倍の円周と各
巻回間のピッチ角を有する螺旋を形成する連続した導電性ワイヤと、
前記螺旋の一部が前記螺旋の中心軸に向かって前記円筒の半径よりも小さい深さだけ突出
することにより形成されたウェッジ形状の複数のスタブ領域と、
を備えたことを特徴とするアンテナ。
【請求項１３】
前記複数のウェッジ形状のスタブ領域の深さ方向の先端部に平坦な切り欠き部を更に備え
たことを特徴とする請求項１２記載のアンテナ。
【請求項１４】
前記螺旋の巻回間の前記ピッチ角が７°乃至９°であり、前記螺旋の前記巻回数が３乃至
１５であり、前記螺旋の１回の巻回当たりの前記ウェッジ形状のスタブ領域の数が４乃至
１０であることを特徴とする請求項１２記載のアンテナ。
【請求項１５】
前記ウェッジ形状のスタブ領域は、前記螺旋の一部が前記螺旋の中心軸に向かって前記円
筒の半径の略４分の３の深さ突出していることを特徴とする請求項１２記載のアンテナ。
【請求項１６】
更に反射装置を有し、前記螺旋は、前記螺旋の前記中心軸が前記反射装 のビーム軸に沿
うように前記反射装置に取り付けられていることを特徴とする請求項１２記載のアンテナ
。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、一般的螺旋形アンテナに関し、特にアンテナサイズを縮小するための螺旋形ア
ンテナ幾何学に関するものである。
背景技術
螺旋形アンテナは１９４０年代後半に出現した従来より公知のアンテナである。螺旋形の
アンテナにおいては、アンテナの中心軸に対して導電材料があるピッチ角である半径で巻
きつけられている。螺旋の曲率半径はアンテナを外包する円筒の半径で定義される。螺旋
形アンテナはその形態から方向性を有し、円形に分極された電波を生成して、広い周波数
帯域で動作する。
特定の通信分野では、システムの中でアンテナが最もサイズの大きいコンポーネントとな
る場合がある。従って、アンテナの性能を低減することなくアンテナの大きさを縮小する
ことが望まれる。
発明の開示
本発明は、前述の課題に鑑みてなされたものであり、アンテナの性能を低減することなく
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の半径

折り曲げられ、前記スタブの周方向の長さは、前期幅よりも短い

置 設けられて

置



アンテナの大きさを縮小することを目的としている。
本発明は、螺旋形アンテナの幾何学的要素を改善している。螺旋の曲率半径から螺旋の中
心軸に向け突出した複数のスタブが設けられている。それらのスタブは互いに電気的に接
統されてはいない。スタブ形成螺旋状幾何学は、ａ）螺旋の周面（即ち、外包の円筒の半
径に２πをかけた値）と、ｂ）螺旋の巻回数、ｃ）螺旋巻線のピッチ角、ｄ）１巻回当た
りのスタブ数、ｅ）スタブの深さ（即ち、外包円筒の半径でのスタブ幅によって形成され
る角度の要素から構成される。本発明によるスタブ形成アンテナは従来の螺旋形アンテナ
と同様なゲインや円形分極等の性能特性を発揮するが、その大きさは従来の螺旋形アンテ
ナに比べ、直径が約３分の１縮小され、長さが約２分の１となっている。スタブ形成アン
テナは無線ローカルエリアネットワークや衛星通信、マイクロウェーブ２点間システム、
パーソナル通信システムに使用できる。該アンテナは低ＶＨＦ乃至低マイクロウェーブ領
域の周波数を使用するアプリケーションに最も有効である。
【図面の簡単な説明】
図１は、１回転スタブ形成螺旋状アンテナの平面図である。
図２は、４回転スタブ形成螺旋状アンテナの側面図である。
図３は、スタブ形成螺旋状アンテナの斜視図である。
本発明を実施するための最良の形態
図１は、スタブ形成螺旋状アンテナの単巻状態の平面図である。該アンテナは連続的に延
びる導電材料により構成されている。
螺旋を外包する円筒の中心１０から周面１１までの距離（以後「螺旋半径」または「螺旋
の半径」という）は半径“Ｒ”である。螺旋の直径“Ｄ”は外包円筒の直径（２Ｒ）で、
外包円筒の周面は“Ｃ”で表されている。螺旋形状は連続曲線であり、その連続曲線（以
後「螺旋の曲線長さ」または「螺旋曲線長さ」という）に沿った螺旋の１巻回の距離は、
　
　
で表すことができる。ここでＣ＝πＤ、αは螺旋の連続した巻回間のピッチ角を表す。各
スタブ１２（図示した例では４つのスタブが示されている）は、周面上の１３及び１３′
の位置から略直角に中心１０に向けて導電材料を折り曲げることにより形成されており、
中心１０に向かう長さは”ｄ”であり、その長さは半径“Ｒ”より短い。スタブ２の角度
幅βは、外包円筒半径の位置（即ち、１３と１３′の間にある位置）にあるスタブの幅で
形成される角によって決められる。螺旋の各巻回に対して、複数（“ｎ”個）のスタブ１
２が螺旋曲線に沿って形成されており、周面１１から延びている。本例ではｎ＝４で、各
スタブの深さは半径の略３分の２であり、深さ方向の先端部は切断されて辺１４となって
おり、その長さは“ｓ”である。原則として、“ｎ”が整数である必要はなく、また巻回
毎に同じである必要もないが、通常は同じ個数に設定する。また、通常“ｓ”は半径にお
けるスタブの幅より小さく、ゼロでもよい。その場合、中心軸の方向におけるスタップの
一端は（図３に示されているように）突端となる。
図２にはスタブ形成螺旋状アンテナの側面図が示されている。ここで螺旋のピッチ角αは
、螺旋曲線に沿い螺旋が定義する外包円筒に交わる位置での接線２１と螺旋の中心軸に直
角な面にある接線２２とにより定められる。ここで螺旋の中心軸の長さを“Ｌ”とし、ス
タブなしの単巻螺旋の長さを“Ｔｄ”とすると、
　
　
ここで“Ｎ”は螺旋の巻数を表す。
単巻のスタブ形成螺旋状アンテナの導電材料の実際の長さは“Ｔｄ”ではない（“Ｔｄ”
はスタブなしの螺旋形回転の長さである）。“Ｔｄ”から複数のスタブの角度幅に相当す
る長さを差し引いてから（角度成分は２π－ｎβとなる）スタブに要する導電材料の長さ
分を加算しなければならない。図１の例では各スタブに要する導電材料の長さは、
　
したがって、スタブ形成螺旋アンテナの一巻回分の導電材料の長さは
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である。ここで
　
図３は本発明によるアンテナの斜視図であり、従来同様スタブ形成螺旋状曲線が反射装置
３０に取り付けられている。ここで螺旋の中心軸３１は反射装置のビーム軸に沿っている
。本発明の好ましい実施の形態によれば、従来の螺旋形アンテナと同様なゲインや円形分
極等の性能特性を発揮することができ、その大きさは従来の螺旋形アンテナに比べ、直径
が約３分の１に縮小され、長さが約２分の１となっている。また、ピッチ角を７°乃至９
°とし、１巻回当たりのスタブ数を３乃至１５、巻回数を４乃至１０、スタブの深さを螺
旋半径の３分の２乃至４分の３とすることが望ましい。本発明による他の実施の形態は上
記例とは異なるが、同等の性能特性を有する従来の螺旋アンテナに比べかなりの程度でサ
イズ縮小を実現している。
本発明を好ましい実施の形態に沿って説明したが、当業者であれば、請求の範囲に記載の
技術的範囲内において変形した形態で本発明の実施が可能であることを認識できるであろ
う。
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【 図 ３ 】
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